
山
崎
弁
栄
と
、
「
光
明
主
義
」
運
動

　
　
　
　
ー
そ
の
生
涯
史
と
先
行
研
究
の
検
討
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や
ま
ざ
き
ぺ
ん
ね
い

　
山
崎
弁
栄
（
一
八
五
九
年
・
安
政
六
、
一
九
二
〇
年
・
大
正
九
一
は
、

幕
末
か
ら
大
正
半
ば
ま
で
を
生
き
た
浄
土
宗
僧
で
あ
る
。
彼
は
、
自
ら
の

宗
教
体
験
を
も
と
に
「
光
明
主
義
」
運
動
（
以
下
、
鈎
括
弧
は
省
略
）
を

熱
心
に
展
開
し
、
時
代
の
宗
教
的
か
つ
実
存
的
な
危
機
状
況
に
対
し
て
応

答
し
よ
う
と
し
た
。
彼
の
宗
教
体
験
お
よ
び
宗
教
運
動
は
、
そ
れ
自
体
が

宗
教
現
象
と
し
て
興
味
深
い
う
え
に
、
こ
の
時
代
の
宗
教
史
を
考
え
る
上

で
も
示
唆
に
富
む
研
究
対
象
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
と
彼
の
為
し
た
宗
教

運
動
に
つ
い
て
は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
う
え
に
、
管
見
で
は
先
行
研
究

の
数
も
少
な
い
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
散
発
的
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
諸
研

究
を
参
照
し
た
り
吟
味
す
る
と
い
っ
た
作
業
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
山
崎

と
光
明
主
義
な
ら
び
に
光
明
修
養
会
は
、
浄
土
教
学
と
新
宗
教
研
究
の
狭

問
で
半
ば
取
り
残
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
今
後
、
浄
土
教
学
や
仏
教

学
、
宗
教
学
の
方
面
か
ら
よ
り
一
層
の
個
別
的
研
究
が
蓄
積
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
と
も
に
、
同
じ
よ
う
に
見
落
と
さ
れ
て
い
る
同

時
代
の
様
々
な
宗
教
運
動
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
成
果
が
統
合
さ
れ
る

こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
、
山
崎
弁
栄
と
光
明
主
義
運
動
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
を

行
う
。
ま
ず
、
（
1
）
彼
の
生
涯
史
に
つ
い
て
略
述
し
、
次
に
、
一
2
）
山

崎
弁
栄
と
光
明
主
義
を
扱
っ
た
先
行
研
究
を
検
討
し
整
理
す
る
。
最
後

に
、
以
上
を
ま
と
め
る
形
で
一
3
）
今
後
の
山
崎
弁
栄
研
究
の
方
向
性
と

し
て
筆
者
が
考
え
る
と
こ
ろ
を
示
す
。

一
1
）
　
山
崎
弁
栄
の
生
涯
ω

　
山
崎
は
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
二
月
二
〇
日
、
千
葉
県
手
賀
村
（
現

在
の
東
葛
飾
郡
）
の
農
家
、
山
崎
家
に
長
男
啓
之
助
と
し
て
出
生
し
た
。

父
は
「
念
仏
嘉
平
」
と
呼
ば
れ
、
地
域
で
も
有
名
な
在
家
の
篤
信
者
で

あ
っ
た
。
家
の
檀
那
寺
は
浄
土
宗
医
王
寺
。
啓
之
助
も
ま
た
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
、
農
業
の
手
伝
い
か
た
わ
ら
経
典
や
高
僧
の
伝
記
に
親
し
み
、
隣
の

真
言
宗
の
寺
、
善
竜
寺
に
も
度
々
通
っ
た
と
い
う
。
好
ん
で
仏
画
を
描

き
、
十
二
歳
の
と
き
に
は
秋
の
沈
み
行
く
夕
日
を
拝
も
う
と
し
て
「
空
中

に
想
像
に
は
あ
れ
ど
も
、
三
尊
の
尊
容
厳
臨
し
た
ま
う
を
想
見
し
て
、
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［
後
略
］
」
と
見
仏
体
験
を
し
た
様
が
、
後
年
に
な
っ
て
回
想
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
十
五
歳
の
頃
に
は
、
ゴ
マ
粒
や
米
粒
に
細
字
で
絵
や
文
字
を
か

い
て
い
た
。

　
そ
の
後
も
寸
暇
を
惜
し
ん
で
読
書
し
学
問
に
励
み
、
十
九
歳
の
時
に
は

自
ら
髪
を
切
っ
て
、
二
十
一
歳
（
明
治
十
二
年
）
で
医
王
寺
に
お
い
て
大

－
」
一
つ

康
老
師
を
戒
師
と
し
て
出
家
得
度
。
弁
栄
と
改
名
す
る
。
そ
し
て
師
の
自

坊
で
あ
る
東
漸
寺
に
入
っ
た
。
東
漸
寺
は
関
東
十
八
檀
林
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
浄
土
宗
お
よ
び
一
般
仏
教
学
を
教
授
す
る
教
学
の
場
で
あ
っ
た
。
こ

こ
で
の
修
行
・
教
学
の
後
、
山
崎
は
芝
の
増
上
寺
内
の
学
頭
寮
へ
移
り
、

　
　
匂
上
う
い
ん
　
か
ず
や
ま

大
谷
了
胤
や
卍
山
実
弁
ら
か
ら
教
授
さ
れ
、
真
言
宗
与
楽
寺
な
ど
で
密
教

を
も
学
ん
だ
。

　
教
学
の
傍
ら
念
仏
行
も
怠
ら
ず
、
明
治
十
五
年
（
二
十
四
歳
）
に
は
医

王
寺
に
戻
り
、
二
十
一
日
問
の
断
食
称
名
念
仏
。
そ
の
直
後
に
は
筑
波
山

に
こ
も
っ
て
ニ
ケ
月
問
の
念
仏
三
昧
修
行
が
続
け
ら
れ
る
。
そ
の
甲
斐

あ
っ
て
、
立
身
石
近
く
に
て
三
昧
発
得
。
東
漸
寺
に
戻
り
、
宗
戒
両
脈
の

相
承
を
受
け
た
。
そ
し
て
師
の
死
去
に
際
し
て
は
「
不
臥
一
百
日
」
の
報

恩
別
行
を
行
う
（
不
臥
と
は
横
に
な
っ
て
休
ん
だ
り
寝
た
り
し
な
い
こ

と
）
。
東
漸
寺
を
中
心
に
明
治
十
八
年
に
は
一
切
経
を
読
了
し
た
。

　
そ
の
の
ち
、
勧
進
に
よ
り
自
ら
創
立
し
た
善
光
寺
を
中
心
に
布
教
活
動

を
盛
ん
に
行
い
、
自
ら
は
極
貧
の
生
活
を
送
り
つ
つ
も
大
衆
教
化
に
専
心

す
る
。
米
粒
に
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
書
い
て
結
縁
の
た
め
に
与
え
た

り
、
如
来
像
を
描
い
た
り
す
る
山
崎
独
自
の
宗
教
的
創
造
が
行
わ
れ
始
め

る
。
明
治
二
十
七
年
（
三
十
六
歳
）
ご
ろ
に
は
、
伝
道
は
関
東
・
新
潟
か

ら
北
海
道
に
ま
で
も
及
ん
だ
。
明
治
二
十
七
年
十
二
月
か
ら
お
よ
そ
三
ケ

月
間
、
イ
ン
ド
仏
蹟
参
拝
の
旅
に
出
立
。
旅
行
資
金
は
浄
財
か
㌦
得
た
。

帰
国
後
、
伝
道
は
兵
庫
か
ら
中
国
地
方
に
ま
で
及
び
、
三
十
年
に
は
阿
弥

陀
経
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
『
訓
読
阿
弥
陀
経
図
絵
』
を
発
刊
し
、

大
衆
に
施
本
。
こ
の
書
の
総
出
版
部
数
は
数
十
万
部
と
言
わ
れ
る
。

　
し
か
し
三
十
三
年
（
四
十
二
歳
一
に
は
過
労
か
ら
病
に
倒
れ
、
数
カ
月

の
療
養
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
回
復
後
、
自
分
の
死
が
近
い
と
主
張

し
て
、
真
冬
の
さ
な
か
に
棺
中
三
十
日
問
の
称
名
念
佛
三
昧
。
だ
が
こ
れ

ら
の
閑
暇
が
山
崎
に
思
想
的
反
省
を
な
さ
し
め
、
こ
れ
を
機
に
「
無
量
寿

経
」
中
の
「
十
二
光
」
を
中
心
と
し
た
思
想
的
体
系
化
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
こ
に
彼
の
立
場
は
阿
弥
陀
経
か
ら
無
量
寿
経
へ
と
転
回
し

た
。
そ
う
す
る
う
ち
に
も
伝
道
活
動
は
続
け
ら
れ
、
明
治
四
十
二
年
に
は

松
戸
の
各
宗
派
合
同
の
青
年
会
（
明
治
三
十
六
年
に
創
設
さ
れ
て
い
た
も

の
）
を
「
心
光
教
会
」
と
名
づ
け
、
自
ら
会
長
と
な
っ
て
「
心
光
教
会
主

唱
者
」
を
名
乗
っ
た
。

　
明
治
四
十
五
年
、
九
州
へ
の
伝
道
開
始
。
大
正
二
年
（
五
十
五
歳
）
福

岡
で
一
週
問
の
教
学
講
習
会
の
講
師
と
し
て
出
席
し
、
こ
こ
で
本
格
的
に

光
明
主
義
教
学
が
組
織
さ
れ
る
。
彼
は
自
ら
の
立
場
を
「
自
然
教
（
現
世

志
向
の
諸
宗
教
と
さ
れ
る
）
」
と
「
超
自
然
教
（
キ
リ
ス
ト
教
や
浄
土
教

な
ど
未
来
の
救
済
を
言
う
諸
宗
教
と
さ
れ
る
一
」
と
を
止
揚
し
た
「
円
具

教
」
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
い
る
。
ま
た
十
二
光
の
体
系
も
展
開
さ
れ

た
。
翌
年
に
は
「
光
明
会
趣
意
書
」
が
公
表
さ
れ
、
如
来
光
明
主
義
の
旗

色
鮮
明
と
な
る
。
「
外
部
の
文
明
は
長
足
の
進
歩
を
も
っ
て
発
達
」
し
た
が

こ
れ
か
ら
は
国
民
の
内
的
霊
性
を
覚
醒
す
べ
き
で
あ
る
、
と
し
て
光
明
の

う
ち
に
生
活
す
る
こ
と
を
勧
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
大
正
五
年
（
五
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十
八
歳
）
に
は
知
恩
院
で
の
講
演
を
も
と
に
『
宗
祖
の
皮
髄
』
が
公
刊
さ

れ
る
（
主
著
と
さ
れ
る
）
。
六
年
に
は
ニ
カ
月
に
わ
た
っ
て
朝
鮮
・
満
州
に

布
教
活
動
。
帰
国
後
も
各
地
に
巡
錫
し
、
光
明
学
園
の
設
立
を
発
案
。
こ

の
学
校
は
大
正
八
年
に
創
設
の
運
び
と
な
る
（
現
在
の
光
明
学
園
相
模
原

高
等
学
校
お
よ
び
幼
稚
園
一
。
同
八
年
に
は
月
刊
誌
『
ミ
オ
ヤ
の
ひ
か

り
』
が
創
刊
さ
れ
、
こ
う
し
て
死
の
寸
前
ま
で
山
崎
の
宗
教
活
動
は
続
け

ら
れ
た
。
そ
し
て
大
正
九
年
十
二
月
（
六
十
二
歳
）
、
つ
い
に
伝
道
先
の
新

潟
県
柏
崎
に
て
死
去
。

　
彼
の
死
後
、
生
前
の
人
格
を
慕
う
者
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
各
地
の

「
光
明
修
養
会
」
を
統
合
、
組
織
化
し
た
。
初
代
総
監
は
笹
本
戒
浄
。
一

九
四
三
年
に
は
藤
井
善
助
ら
の
努
力
に
よ
り
財
団
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ

た
。
現
在
の
教
団
は
、
文
化
庁
編
『
宗
教
年
鑑
　
平
成
八
年
版
（
九
十
六

年
一
』
に
よ
れ
ば
、
「
そ
れ
自
体
は
宗
教
法
人
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
そ

れ
に
包
括
さ
れ
る
団
体
の
う
ち
に
宗
教
法
人
が
あ
る
包
括
宗
教
団
体
」
と

位
置
付
け
ら
れ
、
教
会
五
、
布
教
所
十
五
、
教
師
三
十
一
名
（
男
二
士
二

／
女
八
）
、
信
者
千
三
百
三
十
名
と
な
っ
て
い
る
。
（
信
者
数
は
こ
こ
数
年

若
干
の
漸
減
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
は
前
年
比
で
半
減
し
て
お
り
、

数
字
上
か
ら
見
れ
ば
教
勢
は
弱
ま
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
一

　
な
お
、
山
崎
に
は
多
く
の
著
作
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
註
に
掲

載
す
る
②
。

　
　
（
2
）
　
先
行
研
究
の
検
討

　
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
山
崎
と
光
明
主
義
運
動
に
つ
い
て
は
余
り
知
ら

れ
て
お
ら
ず
、
先
行
研
究
も
少
な
い
う
え
、
そ
の
多
く
が
散
発
的
な
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
は
以
下
の
二
つ
の
要
因
が
関
係
し
て
い
る
と
筆
者
は
考

え
る
。
一
つ
は
、
山
崎
が
椎
尾
弁
匡
と
並
ん
で
「
近
代
浄
土
宗
に
お
け
る

二
大
異
端
」
と
さ
れ
、
浄
土
教
学
研
究
に
お
い
て
積
極
的
に
は
取
り
上
げ

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
③
。
も
う
一
つ
は
、
山
崎
弁
栄
と
光
明
修
養
会

が
新
宗
教
研
究
の
対
象
外
と
さ
れ
て
、
こ
の
方
面
か
ら
の
研
究
が
な
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
㈹
。

　
こ
の
節
で
は
、
山
崎
弁
栄
と
光
明
主
義
、
光
明
修
養
会
に
関
す
る
先
行

研
究
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
を
批
判
的
に
検
討
す
る
。
管
見
の
及
ぶ
限
り

で
集
め
る
こ
と
の
で
き
た
先
行
研
究
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
作
業
が
行

わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
研
究
史
を
整
理
し
て
お
く
意
義
が
あ
ろ

う
。
以
下
で
は
、
現
在
ま
で
に
筆
者
が
集
め
た
先
行
研
究
を
、
年
代
順
に

記
号
を
付
し
て
列
挙
す
る
。

A
、
蚊
野
三
縁
　
論
　
　
「
光
明
會
は
異
安
心
か
」
（
『
仏
教
学
』
無
擬
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
、
一
巻
一
号
、
一
九
二
四
年
一
。

B
、
山
本
空
外
　
著
　
『
辮
榮
聖
者
の
人
格
と
宗
教
』
、
大
東
出
版
社
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
六
年
。

C
、
和
田
眞
澄
　
論
　
「
光
明
主
義
の
大
要
」
（
『
専
修
学
報
』
六
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
年
）
。

D
、
稲
生
聖
導
　
論
　
「
光
明
主
義
の
阿
弥
陀
仏
観
」
　
（
『
専
修
学
報
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
、
一
九
四
〇
年
）
。

E
、
岸
　
覚
勇
　
著
　
『
浄
土
宗
義
と
光
明
主
義
』
記
主
禅
師
鐘
仰
会
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
三
年
。

F
、
佐
藤
良
智
　
論
　
　
「
弁
栄
と
弁
匡
」

901



G
，

H
、1M

、
N
、

山
本
空
外

土
屋
光
道

河
波
　
昌

河
波
　
昌

紀
野
一
義

山
本
空
外

河
波
　
昌

河
波
　
昌

O
、
河
波

昌

　
（
櫛
田
良
洪
博
士
煩
寿
記
念
会
編
『
高
僧
伝
の
研

　
　
究
』
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
七
三
年
）
。

著
『
念
仏
の
哲
学
』
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
七
四
年
。

論
　
　
「
『
宗
祖
の
皮
髄
』
成
立
を
め
ぐ
っ
て
1
浄
土
宗

　
　
義
と
光
明
主
義
1
」

　
（
『
浄
土
宗
学
研
究
』
九
、
一
九
七
六
年
一
。

論
　
　
「
山
崎
弁
栄
教
学
展
開
の
三
相
－
近
代
浄
土
教
の

　
・
自
己
超
克
1
」

　
（
『
浄
土
宗
学
研
究
』
九
、
一
九
七
六
年
）
。

論
　
　
「
山
崎
弁
栄
教
学
展
開
の
三
相
（
そ
の
二
）
」

　
（
『
浄
土
宗
学
研
究
』
十
、
一
九
七
七
年
）
。

筆
「
辮
榮
聖
者
」
（
同
著
『
名
僧
列
伝
四
』
文
芸
春

　
　
秋
祉
、
一
九
七
八
年
）
。

論
　
　
「
山
崎
弁
栄
の
宗
教
体
験
」

　
（
藤
吉
慈
海
編
『
浄
土
教
に
お
け
る
宗
教
体
験
』
百

　
　
華
苑
、
一
九
七
九
年
）
。

論
　
　
「
、
近
縁
　
論
成
立
の
背
景
と
そ
の
展
開
i
善
導

　
　
教
学
か
ら
弁
栄
教
学
へ
1
」

　
（
『
浄
土
宗
学
研
究
』
十
二
、
一
九
八
O
年
）
。

論
　
　
「
仏
身
論
と
近
代
生
命
論
と
の
出
会
い
ー
弁
栄
教

　
　
学
に
お
け
る
そ
の
展
開
1
」

　
（
『
浄
土
宗
学
研
究
』
士
二
、
一
九
八
一
年
一
。

論
　
　
「
浄
土
門
に
お
け
る
智
慧
論
の
展
開
（
そ
の
一
）

　
　
山
崎
弁
栄
教
学
に
お
け
る
一
考
察
」
一
『
浄
土
宗

藤
吉
慈
海

藤
吉
慈
海

藤
吉
慈
海

S
　
峰
島
旭
雄

W
、

川
添
　
崇

川
添
　
崇

土
屋
光
道

河
波
　
昌

（
未
入
手
・

河
波
昌

　
　
学
研
究
』
十
四
、
一
九
八
一
年
）
。

論
　
　
「
光
明
主
義
念
仏
に
つ
い
て
」
　
一
『
宗
教
研
究
』

　
　
第
二
四
六
号
、
一
九
八
一
年
）
。

論
　
「
山
崎
辮
栄
の
思
想
」
　
（
『
宗
教
研
究
』
第
二
五

　
　
〇
号
、
一
九
八
二
年
）
。

論
　
　
「
山
崎
弁
栄
の
思
想
」

　
　
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
十
巻
第
二
号
、
一

　
　
九
八
二
年
一
。

論
　
　
「
山
崎
弁
栄
と
椎
尾
弁
匡
」

　
　
（
『
近
代
日
本
の
思
想
と
仏
教
』
東
京
書
籍
、
一
九

　
　
八
二
年
一
。

論
　
　
「
山
崎
弁
栄
の
宗
乳
生
活
」

　
　
（
『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
七
、
一
九
八
三
年
一
。

論
　
　
「
山
崎
弁
栄
と
光
明
会
」
　
（
『
宗
教
研
究
』
第
二

　
　
五
九
号
、
一
九
八
四
年
）
。

論
　
　
「
浄
土
宗
教
団
近
代
化
の
課
題
－
光
明
会
と
共
生

　
　
会
1
」

　
　
（
浄
土
宗
総
合
研
究
所
編
『
浄
土
教
文
化
論
』
山
喜

　
　
房
仏
書
林
、
一
九
九
一
年
）
。

　
論
　
「
山
崎
弁
栄
－
光
明
主
義
の
聖
者
1
」

　
　
一
『
浄
土
仏
教
の
思
想
　
十
四
』
講
談
社
、
一
九
九
二

　
　
年
）
。

不
詳
の
も
の
）

論
　
「
法
然
上
人
の
人
格
と
宗
教
　
－
山
崎
弁
栄
の
元

O11



岡
本
博
子

論

祖
理
解
の
現
代
的
意
義
1
」

（
藤
吉
慈
海
編
『
法
然
上
人
の
教
え
と
現
代
』
知
恩

院
浄
土
宗
学
研
究
所
、
一
九
七
〇
年
一
。

　
「
弁
栄
上
人
と
念
仏
」
　
（
『
仏
教
学
会
報
』
六
、

一
九
七
四
年
一
。

　
最
後
に
挙
げ
た
未
入
手
・
不
詳
の
二
点
を
除
く
と
、
全
体
で
二
十
三
点

を
数
え
る
。
こ
れ
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
論
文
・
著

作
な
の
か
、
ま
た
内
容
的
な
特
色
は
何
で
あ
る
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い

て
、
以
下
で
批
判
的
に
検
討
す
る
。

　
ま
ず
、
論
文
A
は
題
名
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
山
崎
と
光
明
会
が
異
安

心
か
ど
う
か
を
巡
る
論
争
で
あ
っ
て
、
学
術
論
文
と
は
言
い
難
い
。
む
し

ろ
護
教
的
な
論
文
で
あ
る
。
蚊
野
は
小
島
大
成
の
光
明
会
批
判
に
対
し

て
、
法
然
と
山
崎
の
教
説
上
の
連
続
性
、
お
よ
び
浄
土
宗
と
光
明
会
の
相

反
し
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

主
に
光
明
主
義
の
救
済
論
で
あ
り
、
ま
た
念
仏
、
見
仏
と
往
生
の
問
の
関

係
で
あ
る
。
山
崎
の
死
後
四
年
に
出
た
こ
の
論
文
に
よ
っ
て
、
彼
の
存
命

中
か
ら
起
こ
っ
て
い
た
異
安
心
問
題
の
一
端
を
我
々
は
伺
い
知
る
こ
と
が

出
来
る
が
、
し
か
し
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
先
行
す
る

研
究
論
文
と
し
て
よ
り
は
、
光
明
会
を
巡
る
当
時
の
論
争
を
知
る
た
め
の

資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
方
が
良
い
か
と
思
う
。

　
山
本
空
外
働
に
よ
る
著
作
B
お
よ
び
G
は
、
宗
教
哲
学
の
方
面
か
ら
の

光
明
主
義
研
究
で
あ
る
と
同
時
に
、
光
明
主
義
を
称
揚
す
る
教
学
的
意
図

も
見
ら
れ
る
著
作
で
あ
る
。
山
本
は
、
山
崎
が
自
己
自
身
の
宗
教
体
験
の

深
み
か
ら
浄
土
教
お
よ
び
仏
教
の
体
系
化
を
果
た
し
た
と
意
義
づ
け
、
光
．

明
主
義
は
現
代
の
浄
土
宗
学
、
現
代
の
仏
教
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
B

に
お
い
て
は
、
中
心
的
主
題
は
や
は
り
十
二
光
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
そ

の
中
で
七
覚
支
に
つ
い
て
一
一
六
頁
以
降
で
か
な
り
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
七
覚
支
に
つ
い
て
は
他
で
は
そ
れ
ほ
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
こ
の
記
述
は
役
立
つ
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
G
で
は
西
欧

の
哲
学
（
特
に
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
一
と
光
明
主
義
の
教
説
と
に
一
致
点
を
見

い
だ
し
て
い
る
。

　
同
じ
く
山
本
に
よ
る
論
文
L
は
、
山
崎
弁
栄
の
宗
教
体
験
を
正
面
か
ら

扱
っ
た
文
献
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
山
本
は
、
山
崎
自
身
に
よ
る

宗
教
体
験
に
つ
い
て
の
記
述
を
再
構
成
す
る
と
同
時
に
、
彼
の
独
自
性
が

み
ら
れ
る
十
二
光
体
系
や
念
仏
七
覚
支
な
ど
の
教
義
、
ま
た
そ
の
他
の
書

簡
を
引
く
な
ど
し
て
山
崎
の
宗
教
体
験
を
広
く
問
題
に
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
こ
こ
で
山
本
は
山
崎
の
四
つ
の
主
要
な
宗
教
体
験
の
う
ち
、
初
め
の

二
つ
（
山
崎
十
二
歳
、
二
十
四
歳
）
し
か
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
だ
が
山

崎
の
人
生
全
体
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
最
も
意
義
の
あ
る
宗
教
体
験
は

言
わ
ば
、
「
第
三
の
」
宗
教
体
験
（
山
崎
四
十
二
歳
）
な
の
で
あ
る
。
こ
の

宗
教
体
験
以
降
、
山
崎
は
本
格
的
に
光
明
主
義
を
展
開
し
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
点
を
扱
っ
て
い
な
い
点
が
山
本
論
文
の
大
き
な
難
点
生
言
え

る
。
ま
た
こ
こ
で
、
J
・
ワ
ッ
ハ
に
よ
る
、
宗
教
体
験
の
「
理
論
的
・
社

会
学
的
・
実
践
的
」
表
現
と
い
う
三
類
型
㈹
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
山
本

は
こ
の
う
ち
第
一
の
理
論
的
表
現
（
す
な
わ
ち
、
教
義
、
遺
稿
集
、
書
簡

な
ど
の
文
献
資
料
）
の
み
を
扱
っ
て
い
る
。
故
に
、
教
義
や
書
簡
だ
け
で

は
な
く
、
光
明
修
養
会
の
教
団
組
織
、
人
間
関
係
、
あ
る
い
は
そ
こ
で
行
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わ
れ
た
儀
礼
や
様
々
な
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
な
ど
に
も
注
目
す
る
余
地
が
残
さ

れ
て
い
る
。

　
論
文
C
は
、
和
田
自
ら
が
認
め
る
よ
う
に
（
二
一
四
頁
）
、
研
究
論
文
で

は
な
く
て
山
崎
の
光
明
主
義
の
要
旨
を
一
般
に
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
和
田
独
自
の
視
点
や
指
摘
と
い
っ
た
も
の
は
出
て
お
ら
ず
、
先

行
研
究
と
し
て
の
意
義
は
薄
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
要
旨

そ
れ
自
体
は
非
常
に
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
光
明
主
義
の
中

核
で
あ
る
十
二
光
佛
に
関
し
て
は
手
際
よ
く
要
約
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

光
明
主
義
で
用
い
ら
れ
て
い
る
用
語
の
多
く
が
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
フ
ォ

ン
・
ハ
ル
ト
マ
ン
の
『
宗
教
哲
学
』
ω
　
（
邦
訳
は
明
治
三
十
一
年
姉
崎
正

治
に
よ
る
も
の
）
か
ら
来
て
い
る
と
い
う
指
摘
（
二
一
五
頁
一
に
は
注
目

し
て
お
き
た
い
。

　
論
文
D
は
、
光
明
主
義
に
お
け
る
「
仏
身
論
の
一
端
を
抜
粋
せ
ん
」

（
九
十
三
頁
一
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
稲
生
に
よ
れ
ば
、
従
来
浄
土
宗
で

は
報
身
阿
弥
陀
仏
が
強
調
さ
れ
る
の
み
で
、
仏
身
論
は
軽
視
さ
れ
て
い

た
。
山
崎
は
こ
れ
を
三
身
即
一
。
の
立
場
か
ら
再
び
基
礎
づ
け
た
の
で
あ

り
、
内
容
の
点
か
ら
す
れ
ば
在
来
の
浄
土
教
に
お
け
る
仏
身
論
と
何
ら
相

違
点
は
な
い
。
む
し
ろ
在
来
の
仏
身
論
が
よ
り
判
然
と
し
た
の
で
あ
る
、

と
以
上
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
る
。
論
文
自
体
は
光
明
主
義
の
要
約
に

止
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
仏
身
論
に
関
し
て
は
参
照
さ
れ
る
べ
き
論

文
で
あ
ろ
う
。

　
著
作
E
は
、
浄
土
宗
義
と
光
明
主
義
と
の
比
較
が
主
眼
と
な
っ
て
い

る
。
両
者
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
浄
土
宗
側
が
ど
う
い
っ
た

点
で
光
明
主
義
を
批
判
し
た
の
か
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
結
論
と
し
て

は
、
仏
身
論
、
十
二
光
解
釈
、
衆
生
論
、
解
脱
論
、
そ
し
て
見
仏
論
に
お

い
て
光
明
主
義
は
従
来
の
浄
土
宗
義
と
か
な
り
異
な
る
点
が
あ
る
こ
と
、

光
明
主
義
は
聖
道
門
的
で
あ
り
聖
同
と
酉
間
の
随
他
扶
宗
義
に
近
い
こ

と
、
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
山
崎
が
浄
土
宗
義
の
何
を
改
革
し
よ
う
と
し

た
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
故
に
宗
派
か
ら
ど
の
よ
う
な
批
判
を
受
け
た
の

か
、
こ
う
い
っ
た
点
に
つ
い
て
調
べ
る
際
に
は
重
要
な
文
献
で
あ
る
と
言

え
る
。

　
論
文
F
は
山
崎
と
椎
尾
弁
匡
と
を
並
列
し
て
論
じ
た
点
で
の
ち
の
S
お

よ
び
V
に
先
駆
け
て
い
る
が
、
し
か
し
両
者
を
た
だ
並
列
し
簡
単
に
紹
介

し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
印
象
が
あ
る
。
結
論
で
は
、
両
者
の
所
説

の
違
い
を
阿
弥
陀
仏
観
の
違
い
に
求
め
て
い
る
。

　
論
文
H
は
、
先
行
研
究
と
し
て
よ
り
も
む
し
ろ
資
料
と
し
て
の
価
値
が

高
い
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
浄
土
宗
義
と
光
明
主
義
と
の
問
の
異
安
心

論
争
が
、
山
崎
の
著
書
『
宗
祖
の
皮
髄
』
成
立
を
巡
る
歴
史
的
状
況
を
明

ら
か
に
す
る
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
土
屋
の
父
、
観
道
が
土
屋
に

語
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
他
の
文
献
や
資
料
で
は
見
ら
れ
な
い
書
簡
な
ど

が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
山
崎
が
自
ら
の
光
明
主
義
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し

よ
う
と
し
て
い
た
の
か
が
伺
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
土
屋
は
ま
た
、

山
崎
没
後
や
光
明
会
の
発
展
に
伴
っ
て
光
明
会
の
内
部
か
ら
も
意
見
の
相

違
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
し
て
次
第
に
浄
土
宗
義
と
抵
触
す
る
と

判
断
さ
れ
た
教
義
（
例
え
ば
見
仏
の
問
題
）
が
宗
義
に
則
っ
た
方
向
へ
と

変
更
さ
れ
て
い
っ
た
様
を
報
告
し
て
い
る
。

　
K
は
随
想
調
の
著
作
で
あ
っ
て
、
内
容
的
に
特
筆
す
べ
き
も
の
は
あ
ま

り
な
い
。
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藤
吉
慈
海
に
よ
る
三
つ
の
学
会
発
表
の
要
旨
P
，
Q
，
R
は
、
要
旨
と

い
う
制
約
上
、
内
容
的
に
は
光
明
主
義
の
特
徴
を
紹
介
す
る
に
止
ま
っ
て

い
る
。
光
明
主
義
の
全
体
的
意
義
づ
け
と
し
て
は
、
山
本
空
外
と
同
じ

く
、
法
然
浄
土
教
の
近
代
化
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
論
文
S
は
、
山
崎
と
椎
尾
を
対
比
す
る
点
で
は
先
の
F
と
同
じ
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
峰
島
は
両
者
を
、
浄
土
教
に
お
け
る
近
代
西
洋
思
想
の
批
判

的
摂
取
お
よ
び
吸
収
に
つ
と
め
た
代
表
的
人
物
で
あ
る
と
し
て
意
義
づ
け

て
い
る
。
ま
た
、
山
崎
が
浄
土
宗
の
近
代
化
を
な
し
た
と
言
う
点
で
は
、

山
本
空
外
と
同
じ
考
え
を
採
っ
て
い
る
。

　
土
屋
光
道
に
よ
る
論
文
V
も
S
と
ほ
ぽ
同
様
の
方
向
で
山
崎
と
光
明
主

義
を
意
義
づ
け
て
い
る
。
内
容
の
面
か
ら
見
る
と
、
V
は
山
崎
（
と
椎

尾
一
を
取
り
巻
い
て
い
た
浄
土
宗
内
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。

ま
た
、
二
つ
興
味
深
い
指
摘
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
水
谷
幸
正
を
引

用
し
な
が
ら
、
光
明
主
義
運
動
が
家
の
宗
教
を
個
人
の
宗
教
に
転
換
し
た

と
い
う
点
で
あ
り
（
二
七
八
頁
）
、
第
二
に
は
、
山
崎
と
椎
尾
の
宗
教
運
動

が
「
世
俗
内
的
禁
欲
主
義
を
基
調
と
し
て
現
世
肯
定
の
教
説
」
（
二
九
一

頁
一
を
展
開
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
他
に
も
宗
教
社
会
学

的
な
関
心
か
ら
の
論
述
が
多
い
。

　
論
文
丁
は
山
崎
の
人
生
を
四
つ
の
大
き
な
時
期
に
分
け
、
彼
の
宗
教
体

験
や
光
明
主
義
の
展
開
を
歴
史
的
に
追
っ
て
い
る
。
こ
の
論
文
で
の
彼
の

業
績
は
、
山
崎
が
八
歳
か
ら
十
四
歳
ま
で
の
問
に
家
族
の
死
を
四
度
も
体

験
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
山
崎
の
幼
少
期
の
宗
教
的
関
心
の

芽
生
え
や
十
二
歳
の
見
仏
体
験
と
関
連
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

川
添
は
明
治
三
十
三
年
の
第
三
の
宗
教
体
験
の
意
義
を
重
要
視
し
、
こ
れ

以
後
の
山
崎
の
光
明
主
義
の
展
開
が
浄
土
宗
と
い
う
宗
派
を
超
え
た
運
動

で
あ
る
側
面
を
強
調
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
細
か
い
点
で
は
あ
る
が
、
川

添
が
「
布
教
の
場
で
、
山
崎
が
強
調
し
実
際
に
指
導
し
た
の
は
、
観
念
的

な
教
理
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
ま
ず
念
仏
実
践
が
勧
め
ら
れ
て
い

る
。
⑭
」
と
す
る
判
断
に
対
し
て
筆
者
は
疑
問
を
持
つ
。
確
か
に
山
崎
の
宗

教
は
見
仏
体
験
を
勧
め
る
実
践
的
宗
教
と
し
て
の
側
面
を
も
ち
、
ま
た
米

粒
名
号
や
仏
画
、
祈
祷
な
ど
と
い
っ
た
民
衆
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
宗
教
活
動

と
し
て
の
側
面
を
も
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
彼
は
難
解
な
教
義
を
講
ず
る

こ
と
も
多
く
、
聴
講
し
て
い
た
人
々
が
、
話
は
有
り
難
い
け
れ
ど
も
何
を

言
っ
て
い
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
と
こ
ぼ
す
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
あ

る
⑲
。
こ
う
し
た
点
も
考
慮
に
入
れ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た

同
じ
く
川
添
に
よ
る
U
は
学
会
発
表
の
要
旨
で
あ
り
内
容
的
に
乏
し
い

が
、
光
明
会
の
別
時
念
仏
会
の
様
子
を
報
告
し
て
い
る
点
、
光
明
会
内
部

で
の
教
義
的
論
争
や
不
一
致
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
点
が
参
考
に
な
る
も

の
で
あ
る
。

　
先
行
諸
研
究
の
う
ち
重
要
な
業
績
は
河
波
昌
に
よ
っ
て
為
さ
れ
て
い
る
o
D
。

年
代
順
に
並
べ
る
な
ら
ば
、
1
，
J
，
M
，
N
，
O
，
W
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
論
文
1
，
J
お
よ
び
O
は
、
内
容
的
に
は
W
の
諸
部
分
に
当
た
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
ん
ね
ん
　
　
ご
ん
ね
ん
　
ぞ
う
じ
上
う

の
で
あ
る
。
ま
た
、
M
の
論
文
は
、
善
導
の
三
縁
（
親
縁
・
近
縁
・
増
上

え
ん縁

）
の
う
ち
の
近
縁
（
阿
弥
陀
仏
と
衆
生
と
が
近
い
関
係
に
あ
る
と
す
る

考
え
一
が
山
崎
の
思
想
の
う
ち
に
近
代
的
展
開
を
み
て
い
る
こ
と
、
ま
た

こ
こ
に
超
越
的
な
阿
弥
陀
如
来
に
対
す
る
人
問
の
側
の
主
体
性
が
回
復
さ

れ
て
お
り
、
　
「
大
乗
仏
教
自
体
の
本
来
の
立
場
が
存
し
て
い
る
」
（
一
四
〇

頁
）
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
．
論
文
N
で
は
、
山
崎
の
宗
教
思
想
に
お
い
て
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は
近
代
生
命
論
や
宇
宙
論
と
の
積
極
的
な
対
応
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
こ

に
新
し
い
浄
土
教
学
の
先
駆
を
見
て
と
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
W
が
最
も
重
要
な
文
献
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
一
章
「
山
崎
弁

栄
の
生
涯
」
は
、
田
中
木
叉
に
よ
る
伝
記
『
日
本
の
光
（
弁
栄
上
人

伝
）
』
を
簡
潔
か
つ
新
し
く
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
河
波
に
よ
る
重
要
な
指
摘
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
山
崎
が
第
三
の
宗

教
体
験
以
降
、
そ
の
主
と
し
て
依
拠
す
る
教
典
を
阿
弥
陀
経
か
ら
無
量
寿

経
へ
と
変
え
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
は
浄
土
宗
の
伝
統
的
な
布
教
か

ら
、
無
量
寿
経
の
「
光
明
歎
徳
章
一
光
明
無
量
の
章
）
」
に
お
け
る
十
二

光
を
中
心
に
お
い
た
独
自
の
光
明
主
義
へ
の
転
回
で
あ
る
、
と
い
う
指
摘

で
あ
る
。
次
に
、
第
二
章
で
は
「
弁
栄
教
学
展
開
の
三
相
」
と
し
て
、
山

崎
の
光
明
主
義
が
法
然
浄
土
教
の
近
代
的
再
興
の
側
面
、
日
本
の
宗
派
仏

教
の
枠
を
超
え
て
釈
尊
の
教
え
に
直
結
し
て
い
る
側
面
、
さ
ら
に
は
仏
教

の
枠
を
超
え
て
東
洋
も
西
洋
も
包
含
す
る
「
普
遍
主
義
」
と
し
て
の
側
面

を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
第
三
章
で
は
「
弁
栄
教
学

の
特
色
」
と
し
て
、
十
二
光
体
系
、
三
身
一
体
の
仏
身
論
、
念
仏
三
昧
の

強
調
、
救
済
が
現
世
か
ら
（
来
世
に
ま
で
渡
っ
て
）
為
さ
れ
る
点
、
宗
教

的
主
体
性
の
回
復
、
慈
悲
門
た
る
浄
土
宗
の
な
か
で
積
極
的
に
智
慧
論
を

展
開
し
た
こ
と
、
以
上
の
諸
点
に
光
明
主
義
の
主
要
な
特
徴
を
見
て
い
る
。

　
W
は
先
行
研
究
の
な
か
で
も
最
も
大
き
な
業
績
で
あ
る
が
、
第
一
章
の

山
崎
の
生
涯
に
つ
い
て
の
歴
史
的
研
究
を
除
い
て
言
え
ば
、
後
の
二
つ
の

章
は
宗
教
哲
学
お
よ
び
浄
土
教
学
の
知
見
に
た
っ
て
の
弁
栄
教
学
の
解
説

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
章
題
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
河
波
は
山
崎
の
宗
教

活
動
の
理
論
的
側
面
一
こ
こ
で
は
教
義
）
を
専
ら
扱
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
、
既
に
筆
者
が
山
本
論
文
L
一
「
山
崎
弁
栄
の
宗
教
体
験
」
）
の
と

こ
ろ
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ワ
ッ
ハ
が
言
う
と
こ
ろ
の
杜
会
学
的
お
よ
び

儀
礼
的
諸
表
現
の
側
面
に
つ
い
て
も
、
今
後
研
究
が
な
さ
れ
る
余
地
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
例
え
ば
、
教
団
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
化
や
組
織
化
を
嫌
っ
て

緩
や
か
な
信
仰
集
団
を
作
ろ
う
と
し
た
山
崎
の
意
図
や
、
別
時
念
仏
会
に

お
け
る
独
自
な
勤
行
方
式
、
様
々
に
描
か
れ
た
仏
画
な
ど
が
、
著
作
や
書

簡
と
い
っ
た
文
献
資
料
と
合
わ
せ
て
研
究
の
対
象
と
な
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
そ
し
て
ま
た
、
山
崎
の
宗
教
お
よ
び
宗
教
体
験
に
み
ら
れ
る
様
々
な

シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
そ
の
宗
教
学
的
意
味
構
造
を
人
類
の
宗
教
史

に
照
ら
し
て
解
釈
す
る
と
い
う
作
業
も
残
さ
れ
て
い
る
ω
。
さ
ら
に
、
時

代
状
況
の
中
で
山
崎
と
光
明
主
義
運
動
が
占
め
る
位
置
と
そ
の
意
義
に
つ

い
て
は
、
宗
教
現
象
学
の
類
型
論
や
、
宗
教
社
会
学
、
歴
史
学
な
ど
の
知

見
を
も
と
に
、
今
後
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
3
一
　
今
後
の
山
崎
弁
栄
研
究
の
方
向
性

　
現
在
ま
で
の
山
崎
弁
栄
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
が
浄
土
教
学
な
い
し
仏
教

学
か
ら
の
研
究
で
あ
り
、
ま
た
光
明
修
養
会
に
直
接
関
わ
る
人
物
に
よ
っ

て
著
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
故
、
A
の
よ
う
に
護
教
的
な
論
文
が
あ
っ
た

り
、
A
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
教
学
的
意
図
が
伺
え
る
諸
研
究
が
少
な

か
ら
ず
あ
っ
た
。
ま
た
内
容
的
な
点
か
ら
す
る
と
、
全
体
と
し
て
光
明
主

義
の
要
旨
を
述
べ
た
に
止
ま
る
も
の
や
、
そ
れ
ほ
ど
充
実
し
た
内
容
を
も

た
な
い
も
の
も
幾
つ
か
認
め
ら
れ
た
。

　
そ
う
し
た
点
を
考
慮
し
て
先
行
研
究
を
整
理
す
る
な
ら
ば
、
T
や
L
の
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よ
う
に
山
崎
の
生
涯
や
宗
教
体
験
に
関
す
る
諸
研
究
、
B
，
D
，
G
や
河

波
の
諸
論
文
（
1
，
J
，
M
，
N
，
O
，
W
一
な
ど
の
よ
う
に
光
明
主
義

の
内
在
的
理
解
を
も
た
ら
す
諸
研
究
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
E
の
よ
う
な
光

明
主
義
と
浄
土
宗
義
を
詳
細
に
比
較
す
る
諸
研
究
、
さ
ら
に
は
、
F
，

S
，
V
，
W
な
ど
光
明
主
義
運
動
を
よ
り
広
く
歴
史
的
文
脈
の
中
で
意
義

づ
け
よ
う
と
す
る
諸
研
究
、
と
い
う
四
つ
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

こ
れ
ら
の
方
向
性
が
互
い
に
密
接
に
関
係
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究

が
個
々
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
よ
り
精
密
に
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。

　
筆
者
が
こ
れ
ら
先
行
諸
研
究
を
検
討
す
る
中
で
主
に
指
摘
し
た
こ
と

は
、
ま
ず
、
彼
の
四
十
二
歳
の
と
き
の
宗
教
体
験
が
光
明
主
義
運
動
を
展

開
す
る
に
当
た
っ
て
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
注
目
す
べ
き
こ
と
。
そ
し
て

第
二
に
、
ほ
と
ん
ど
の
研
究
で
は
山
崎
の
著
作
・
遺
稿
集
や
書
簡
な
ど
文

献
資
料
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
に
止
ま
ら
ず
彼
の
様
々
な
活
動
（
仏

画
、
米
粒
名
号
な
ど
）
や
別
時
念
仏
会
の
あ
り
方
、
宗
教
共
同
体
の
構
成

と
い
っ
た
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
余
地
が
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、
光
明
主
義
に
お
け
る
様
々
な
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
の
も
つ
意
味

を
、
人
類
の
宗
教
史
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
解
釈
し
て
い
く
方
向
も
考
え
ら

れ
る
。

　
ま
た
、
歴
史
学
的
あ
る
い
は
（
宗
教
）
社
会
学
的
研
究
に
関
し
て
は
、

研
究
全
体
を
進
め
て
い
く
上
で
の
基
礎
資
料
ど
な
る
の
で
、
今
後
十
分
な

量
の
研
究
が
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
山
崎
が
光
明
主
義
運
動
を
本

格
的
に
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
三
十
三
年
（
山
崎
四
十
二

歳
）
の
棺
中
念
仏
三
昧
に
よ
る
宗
教
体
験
以
降
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
、

浄
土
宗
内
で
は
渡
辺
海
旭
ら
が
出
て
新
仏
教
運
動
、
教
学
的
研
究
や
社
会

改
革
に
携
わ
り
、
ま
た
各
派
が
団
結
し
て
伝
道
や
教
学
を
盛
ん
に
な
す
よ

う
に
な
っ
た
岬
。
ま
た
仏
教
界
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
仏
教
清
徒
同
志

会
（
の
ち
新
仏
教
同
志
会
）
に
代
表
さ
れ
る
明
治
三
十
年
代
か
ら
の
新
仏

教
運
動
、
そ
し
て
清
沢
満
之
に
代
表
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
信
仰
仏
教
」

の
形
成
㈹
と
時
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
山
崎
の
光
明
主
義
運
動
は
こ
れ
ら

の
宗
教
運
動
と
関
連
を
も
ち
、
い
く
つ
か
の
特
徴
を
共
有
し
て
い
た
岬
と

言
え
る
。
し
か
し
、
光
明
主
義
を
取
り
巻
い
て
い
た
こ
う
し
た
歴
史
的
文

脈
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
た
研
究
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
に
関
す
る
研

究
が
進
展
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
山
崎
が
ど
の
よ
う
な
意
図
と
使
命
を

も
っ
て
光
明
主
義
運
動
に
適
進
し
た
の
か
が
よ
り
一
層
明
ら
か
に
な
る
と

考
え
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
主
題
に
関
し
て
よ
り
詳
細
な
個
別
研
究
が
進
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
山
崎
と
同
じ
よ
う
に
見
落
と
さ
れ
て
き
た
同
時
代
の
様
々
な

宗
教
運
動
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
成
果
が
統
合
さ
れ
る
こ
と
が
重

要
な
課
題
と
な
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
日
本
に
お
け
る
危

機
の
時
代
状
況
と
、
そ
れ
を
生
き
た
人
問
の
宗
教
的
・
実
存
的
営
み
が
よ

り
一
層
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
本
稿
で
は
山
崎
弁
栄
と
光
明
主
義
運
動
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研

究
を
行
っ
た
。
特
に
第
二
節
で
行
っ
た
先
行
研
究
の
集
成
と
吟
味
と
は
、

こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
で
為
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
の
で
、
今
後
の
研
究
に
少

し
で
も
役
立
つ
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。
筆
者
が
見
落
と
し
て
し
ま
っ
て
い

る
重
要
な
文
献
が
他
に
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
回
は

分
か
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
を
発
表
さ
せ
て
頂
い
た
。
ま
た
、
光
明
修
養
会
や
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そ
の
関
連
団
体
が
発
行
し
て
い
る
出
版
物
な
ど
の
諸
資
料
に
つ
い
て
は
、

別
の
機
会
に
稿
を
改
め
て
言
及
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
註

　
（
1
）
こ
の
生
涯
史
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の
主
要
参
考
文
献
は
以

　
　
　
下
の
も
の
で
あ
る
。
河
波
昌
「
山
崎
弁
栄
－
光
明
主
義
の
聖
者

　
　
　
⊥
　
（
『
浄
土
仏
教
の
思
想
　
十
四
』
講
談
社
、
一
九
九
二
年
）
。

　
　
　
田
中
木
叉
『
日
本
の
光
（
弁
栄
上
人
伝
一
』
光
明
修
養
会
、
第
三

　
　
　
版
一
九
六
九
年
（
初
版
『
弁
栄
上
人
一
及
び
そ
の
光
明
主
義
』
一

　
　
　
九
三
六
年
一
。
川
添
崇
「
山
崎
弁
栄
の
宗
教
生
活
」
　
（
『
大
正
大

　
　
　
学
大
学
院
研
究
論
集
七
』
、
一
九
八
三
年
）
。
山
崎
辮
戒
『
辮
栄
上

　
　
　
人
の
思
い
出
』
善
光
寺
編
、
一
九
八
三
年
。
『
新
浄
土
宗
辞
典
』
隆

　
　
　
文
館
、
一
九
七
四
年
。
『
浄
土
宗
大
辞
典
』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九

　
　
　
八
O
年
。

　
（
2
、
一
山
崎
の
著
作
は
、
生
前
の
刊
行
物
と
死
後
に
編
集
・
出
版
さ
れ

　
　
　
た
遺
稿
集
と
の
、
二
種
類
に
大
別
で
き
る
。
生
前
の
刊
行
物
に
つ

　
　
　
い
て
は
、
山
本
空
外
「
辮
栄
上
人
の
御
略
伝
と
御
在
世
中
印
行
の

　
　
　
全
著
作
」
　
（
同
編
『
辮
栄
上
人
書
簡
集
』
光
明
修
養
会
、
一
九
六

　
　
　
九
年
）
四
十
九
－
八
十
九
頁
、
が
詳
し
い
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
復

　
　
　
刊
さ
れ
て
い
る
も
の
を
以
下
に
挙
げ
る
。
観
無
量
寿
経
図
絵
『
十

　
　
　
六
観
相
』
初
版
一
一
八
九
七
年
頃
、
復
刊
一
光
明
会
本
部
聖
堂
、

　
　
　
一
九
七
五
年
。
阿
弥
陀
経
図
會
、
初
版
一
一
八
九
七
年
、
復
刊
一

　
　
　
光
明
会
本
部
聖
堂
、
一
九
七
四
年
。
『
自
覚
の
曙
光
』
光
明
会
本
部

聖
堂
、
初
版
一
九
二
二
年
、
第
三
版
一
九
六
四
年
。
「
光
明
会
趣
意

書
」
　
一
一
枚
刷
）
初
版
一
九
一
四
年
［
『
如
来
光
明
礼
拝
儀
』

（
平
成
三
年
版
）
な
ど
に
再
録
］
。
　
『
宗
祖
の
皮
髄
』
初
版
二
音

社
、
一
九
一
六
年
、
改
訂
版
一
光
明
修
養
会
、
一
九
九
〇
年
。
雑

誌
『
み
お
や
の
ひ
か
り
』
一
九
一
九
年
十
一
月
創
刊
、
一
九
三
四

年
十
二
月
廃
刊
、
復
刻
合
本
一
ミ
オ
ヤ
の
ひ
か
り
社
、
一
九
八
九

年
。　

次
に
山
崎
の
没
後
に
編
集
・
出
版
さ
れ
た
遺
稿
集
を
挙
げ
る
。

田
中
木
叉
編
『
光
明
の
生
活
』
光
明
修
養
会
、
初
版
一
九
二
三

年
、
増
補
第
四
版
一
九
七
四
年
。
同
編
『
人
生
の
帰
趣
』
ミ
オ
ヤ

の
ひ
か
り
社
、
初
版
一
九
二
三
年
、
復
刻
版
一
九
七
五
年
。
同
編

『
啓
示
の
恩
寵
』
ミ
オ
ヤ
の
ひ
か
り
社
、
一
九
四
九
年
。
同
編

『
無
邊
光
』
講
談
社
、
一
九
六
九
年
。
同
編
『
無
量
光
壽
』
ミ
オ

ヤ
の
ひ
か
り
社
、
一
九
三
〇
年
。
同
編
『
無
擬
光
』
ミ
オ
ヤ
の
ひ

か
り
社
、
一
九
五
六
年
。
同
編
『
無
封
光
』
ミ
オ
ヤ
の
ひ
か
り

苑
、
一
九
五
七
年
。
同
編
『
炎
王
光
』
ミ
オ
ヤ
の
ひ
か
り
苑
、
一

九
五
九
年
。
同
編
『
清
浄
光
・
歓
喜
光
・
知
慧
光
・
不
断
光
』
ミ

オ
ヤ
の
ひ
か
り
苑
、
一
九
六
〇
年
。
同
編
『
難
思
光
・
無
称
光
・

超
日
月
光
』
ミ
オ
ヤ
の
ひ
か
り
苑
、
一
九
六
四
年
。
同
編
『
不
断

光
　
附
仏
法
物
語
』
ミ
オ
ヤ
の
ひ
か
り
社
、
一
九
二
八
年
。
同
編

『
道
詠
集
』
ミ
オ
ヤ
の
ひ
か
り
社
、
一
九
二
六
年
。
同
編
『
御
慈

悲
の
た
よ
り
』
　
（
全
三
巻
）
春
山
治
部
左
衛
門
印
刷
、
そ
れ
ぞ
れ

一
九
六
五
年
、
一
九
六
六
年
、
一
九
六
九
年
。
同
編
『
御
慈
悲
の

た
よ
り
　
上
』
ミ
オ
ヤ
の
ひ
か
り
社
、
一
九
二
六
年
。
同
編
『
御
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慈
悲
の
た
よ
り
　
中
』
ミ
オ
ヤ
の
ひ
か
り
社
、
初
版
一
九
三
〇

　
年
、
改
訂
版
一
九
七
九
年
。
同
編
『
御
慈
悲
の
た
よ
り
　
下
巻
』

　
ミ
オ
ヤ
の
ひ
か
り
社
、
一
九
五
四
年
。
総
本
部
教
務
院
教
学
部
編

　
　
『
彌
陀
教
義
』
光
明
会
本
部
聖
堂
、
一
九
五
二
年
。
山
本
空
外
編

　
　
『
辮
栄
上
人
書
簡
集
』
光
明
修
養
会
、
一
九
六
九
年
。

（
3
）
こ
の
点
に
関
し
て
、
元
筑
波
大
学
教
授
の
奈
良
博
順
先
生
に
ご

　
教
示
頂
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
4
）
島
薗
進
「
新
宗
教
の
範
囲
」
　
（
『
新
宗
教
辞
典
』
弘
文
堂
、
、
一

　
九
九
〇
年
一
五
㌔
六
頁
、
同
著
『
現
代
救
済
宗
教
論
』
青
弓
社
、

　
一
九
九
二
年
、
四
十
頁
お
よ
び
八
十
八
－
八
十
九
頁
で
は
、
山
崎

　
と
光
明
修
養
会
は
新
宗
教
の
定
義
か
ら
外
れ
て
い
る
と
し
て
研
究

　
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
島
薗
は
新
宗
教
（
新
宗
教
教
団
）

　
を
定
義
す
る
に
際
し
て
、
近
代
の
既
成
仏
教
宗
派
内
の
運
動
と
し

　
て
山
崎
の
光
明
会
に
言
及
し
て
い
る
。
島
薗
は
し
か
し
、
光
明
会

　
が
伝
統
的
仏
教
の
枠
を
そ
れ
程
超
え
出
て
い
な
い
点
、
特
に
そ
れ

　
が
組
織
的
自
立
性
を
十
分
に
持
た
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
、
新
宗

　
教
概
念
か
ら
光
明
会
を
除
外
し
て
い
る
。

　
　
こ
こ
で
筆
者
は
こ
の
除
外
を
不
当
な
も
の
と
し
て
異
議
を
唱
え

　
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
問
題
は
、
こ
の
よ
う
に
「
成
立
宗
教

　
で
あ
る
こ
と
」
　
「
組
織
的
自
立
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
と

　
し
て
「
新
宗
教
教
団
」
を
グ
ル
ー
プ
化
し
て
研
究
し
た
と
し
て

　
も
、
こ
の
よ
う
な
社
会
学
的
概
念
装
置
に
則
っ
た
研
究
だ
け
で

　
は
、
近
代
日
本
の
宗
教
的
状
況
の
全
体
的
問
題
を
明
ら
か
に
す
る

　
に
は
不
十
分
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
宗
教
学
の
観
点
か
ら
す
れ

　
ば
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
時
代
全
体
が
一
つ
の
宗
教
的
危

　
機
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
て
い
た
。
新
し
い
国
家
の
創
建
も
、
新

　
宗
教
教
団
の
設
立
と
運
動
も
、
そ
し
て
ま
た
旧
仏
教
宗
派
内
の
新

　
し
い
改
革
運
動
も
、
等
し
く
時
代
の
宗
教
的
課
題
を
担
っ
て
い
た

　
の
で
あ
る
。
一
」
う
し
た
広
い
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
申
で
、
光
明
主
義

　
を
含
む
当
時
の
様
々
な
宗
教
運
動
（
成
立
宗
教
に
限
ら
な
い
）
が

　
研
究
さ
れ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
同
時
に
、
そ

　
う
し
た
個
別
研
究
か
ら
再
び
時
代
状
況
や
宗
教
的
状
況
が
照
射
さ

　
れ
、
再
構
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
5
）
山
本
空
外
（
幹
夫
）
は
一
九
九
七
年
現
在
で
光
明
修
養
会
の
上

　
首
（
最
高
位
）
で
あ
る
。

一
6
一
ミ
き
F
－
8
・
巨
貝
旨
9
・
鳶
｝
県
き
一
電
§
一
〇
ま
ρ
。
・
9
皇
①
；
一
－

　
　
く
婁
ξ
o
蕎
ぎ
品
o
厚
婁
一
も
章
）
一
署
．
亨
ω
芦

一
7
一
宙
賢
富
員
o
夷
崖
膏
～
昌
ら
・
膏
§
竜
ミ
S
§
§
一
5
一
息
田

　
く
9
巨
胴
＜
◎
目
ミ
｝
曇
9
昌
句
ユ
①
睾
ざ
戸
N
峯
9
冨
＞
目
自
β
胴
P
N
く
O
r
－
O
O
O
O
O
O
＼

　
轟
。
。
N
）
姉
崎
正
治
訳
（
部
分
訳
）
　
『
宗
教
哲
学
』
博
文
館
、
一
八

　
九
八
年
。

一
8
）
川
添
崇
「
山
崎
弁
栄
の
宗
教
生
活
」
二
一
三
頁
。

（
9
）
田
中
『
日
本
の
光
』
三
二
八
頁
、
四
〇
七
頁
な
ど
。

一
1
0
）
河
波
昌
先
生
一
東
洋
大
学
教
授
）
に
は
、
筆
者
が
研
究
を
進
め

　
る
に
あ
た
っ
て
貴
重
な
資
料
や
様
々
な
ご
教
示
を
頂
い
た
。
こ
こ

　
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

一
H
）
拙
稿
「
宗
教
体
験
と
光
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
」
（
『
宗
教
研
究
』

　
第
七
十
巻
第
四
輯
、
第
三
二
号
、
一
九
九
七
年
）
四
十
＝
丁
四
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十
五
頁
、
は
そ
う
し
た
試
み
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
山
崎
の

　
光
の
宗
教
体
験
を
題
材
に
し
て
、
そ
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
が
も
つ
意

　
味
を
解
釈
し
て
い
る
。

（
u
）
大
橋
俊
雄
「
浄
土
宗
近
代
百
年
の
あ
ゆ
み
」
（
同
著
『
浄
土
宗

　
近
代
百
年
史
年
表
』
東
洋
文
化
出
版
所
、
一
九
八
七
年
）
…
二
、

　
四
八
頁
。

（
1
3
）
中
村
元
・
笠
原
一
男
・
金
岡
秀
反
監
修
『
ア
ジ
ア
仏
教
史
　
日

　
本
編
w
　
近
代
仏
教
』
佼
成
出
版
社
、
一
九
七
二
年
、
二
七
一
頁

　
お
よ
び
そ
の
前
後
を
参
照
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
知
識
と
信
仰
を

　
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て
は
、
池
田
英
俊
円
明
治
仏
教
協
会
・
結
社

　
史
の
研
究
』
刀
水
書
房
、
一
九
九
四
年
、
二
八
七
⊥
二
〇
五
頁
を

　
参
照
。

（
1
4
）
山
崎
と
、
同
志
会
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
渡
辺
海
旭
と
は
と
も

　
に
新
戒
律
主
義
を
唱
え
て
い
る
。
中
村
元
・
笠
原
一
男
・
金
岡
秀

　
友
監
修
『
ア
ジ
ア
仏
教
史
日
本
編
w
近
代
仏
教
』
二
九
〇
頁
。

　
柏
原
祐
泉
は
こ
の
同
志
会
の
特
徴
を
五
点
挙
げ
て
い
る
が
、
・
そ
の

　
う
ち
来
世
主
義
の
否
定
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
平
等
視
、
と
い

　
う
二
点
に
関
し
て
は
、
山
崎
に
も
よ
く
当
て
は
ま
る
。
柏
原
祐
泉

　
　
「
明
治
佛
教
に
お
け
る
結
社
活
動
」
一
『
印
度
学
佛
教
学
研
究
』
第

　
八
巻
、
一
九
六
〇
年
一
二
二
三
頁
。
ま
た
、
清
沢
満
之
や
姉
崎
正

　
治
ら
が
個
々
人
の
信
仰
や
宗
教
体
験
の
問
題
に
取
り
組
み
、
そ
の

　
重
要
性
を
主
張
し
た
の
と
同
様
に
、
山
崎
に
あ
っ
て
は
「
憶
念
念

　
仏
」
に
よ
る
「
見
仏
体
験
」
が
強
調
さ
れ
た
。

　
（
う
ざ
わ
・
き
よ
し
　
筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
・
思
想
研
究
科
在
中
）
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